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１ 前年度指摘事項等に対する措置等

（１） 指摘事項

該当なし

（２） 監査意見

該当なし

（３） 決算審査意見

該当なし

２ 前年度県議会決算審査特別委員会の指摘事項（口頭指摘を含む ）に対す。

る処理状況

該当なし
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３ 組織及び業務調べ

課 名 係 名 課 の 主 な 所 掌 事 務

家庭・地域教育課 管理担当 ・生涯学習の推進に関すること。

地域社会教育担当 ・社会教育の充実に関すること。

・情報教育（社会教育に関するものに限る ）に関すること。。

家庭教育担当 ・県立船上山少年自然の家及び県立大山青年の家に関するこ

と。

（ 。）。・社会教育施設に関すること 他課の所掌に属するものを除く

生涯学習振興係 ・社会教育主事の資格認定に関すること。

・社会教育関係団体に関すること。

４ 職員の定員、現員調べ

種別 備 考事 務 職 員 技 術 職 員 現 業 職 員 計

23.4.1 22.4.1 23.4.1 22.4.1 23.4.1 22.4.1 23.4.1 22.4.1区分

現 在 現 在 現 在 現 在 現 在 現 在 現 在 現 在

定 員 １１ １２ １１ １２

現 員 １１ １２ １１ １２

過不足 ０ ０ ０ ０

臨時職員 １ １ １ １

指導員、広報専門員、家非常勤職員 ６ ５ ６ ５

庭教育推進協力企業担当

家庭教育相談員

５ 役付職員の調べ

（平成２３年８月１日現在）

職 名 氏 名 在 職 期 間 備 考

課 長 高 橋 紀 子 １年 ４月

課 長 補 佐 網 川 昭 夫 ３年 ４月

主 幹 北 村 徹 ０年 ４月
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６ 主な事業に関する調べ
事 業 名 概 要

ケータイ・インター ア 目的及び事業の実施状況

ネット教育啓発推進 （ア）目 的

事業 ケータイ・インターネットの急速な普及の影で、子どもたちの健全な育ち

が損なわれている現状から、メディアの送り手を含めた関係団体等による協

決算額 議会及びＮＰＯ等と連携し、地域や保護者を対象に啓発した。

２，６０１千円 また、高校生自身がケータイ･インターネットとの関わり方について考え

る取組を通じて、安心で安全にネット社会を生きる力の育成を図った。

（財源内訳）

一般財源 （イ）事業の実施状況

ケータイ･インターネット ケータイ・インターネット教育啓発の方策の検１，６９２千円

推進協議会 討を行った。また、フィルタリング啓発のリーその他

フレットの作成と配布を行った。９０９千円

生徒会とPTAが連携し、高校生の自発的なモラケータイ･インターネット

○将来ビジョン ルやマナーづくりに繋げ、校内フォーラムに高校生フォーラムモデル事

Ⅵ育む モデル校：岩美高校 おいて「岩美高宣言」を行った。業（ ）

ケータイ･インターネット 学校や地域で開催される学習会に、ケータイ･イ（ ）「 」２ 人財・鳥取

教育啓発講師派遣事業 ンターネット教育推進員を１１１回派遣した。の推進

関 連 事 業

ネットパトロール事業 児童･生徒に関する個人情報や誹謗中傷の実態

について、ネット上でパトロールを実施した。

ケータイ・インターネット 携帯電話購入やフィルタリング設定について、

教育啓発広報事業 新聞・テレビ・Ｗｅｂによって啓発広報した。

イ 平成２２年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点

・高校生については、親や教師から押し付けられるのではなく、自らの課題

として情報モラルやマナーについて考え、向上させていくことが重要である

という視点で、高校生フォーラムモデル事業に取り組んだ。

・広告媒体として、テレビや新聞に加えＷｅｂを活用し、より広範囲を対象

に広報を展開した。

ウ 成 果

・高校生フォーラムモデル事業では、生徒会を中心にアンケート調査やクラ

ス討議、生徒総会での「岩美高宣言」を行うなど、自分たちの課題を自ら

の力で解決しようという意識を醸成することができた。また、マスコミに

も多く取り上げられ、他校への波及効果もあった。

・ケータイ・インターネット教育啓発講師派遣事業での教育啓発活動によ

り、家庭や地域での問題意識が高まってきた。

エ 課 題

・急速な情報機器の進歩により、子どもたちの実態と大人の認識にずれがあ

り、問題意識や危機意識について、いっそう啓発活動を推進していく必要

がある。

・高校生においては、保護者の見守りに加えて、生徒自身が情報モラルを理

解し、考えて行動する力を育てることが必要であり、高校生フォーラムモ

デル事業をさらに拡充していく必要がある。

・教職員が、子どもたちのネット利用の実態を把握できていない状況があ

り、理解を図る取組を継続して進めていく必要がある。
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事 業 名 概 要

企業との連携による ア 目的及び事業の実施状況

子育て環境整備事業 （ア）目 的

保護者である従業員の方々が子育てしやすく、また、子どもたちを健やか

決算額 に育てる地域活動に参加しやすい職場環境づくりに自主的に取り組んでいた

２，０６９千円 だける企業（鳥取県家庭教育推進協力企業）と協定を締結し、企業における

取組内容を広くＰＲするとともに、必要な情報提供を通じて、企業の取組を

（財源内訳） 支援する。

一般財源

１，０９８千円 （イ）事業の実施状況

その他 ①企業が進める家庭教育環境づくり（平成17年10月創設）

９７１千円 ・家庭教育推進協力企業制度協定締結企業数 １６０社

H17 H18 H19 H20 H21 H22

企業数 社 ５ ５７ ６４ ５８ ６９ １６０○将来ビジョン （ ）

累計企業数 ５ ６８ １２６ １８４ ２５３ ４１６Ⅵ育む

（東部：１８９社、中部：１３１社、西部：９６社）（ ）「 」２ 人財・鳥取

の推進 ・地区企業懇談会の実施

西部地 区 東部 中部

（ ） （ ）日 時 １月２６日（水） ２月４日 金 月２５日 火１

参加企業数 昨年 １９社（１１社） １５社 ８社 １２社（８社）（ ） （ ）

②家庭教育推進協力企業連携活動支援事業（６企業体）

関連企業や同一圏域内の協力企業が連携して、子ども体験活動や職場体

験を実施し、より広範囲な地域で家庭教育を支援する機運が高まった。

イ 平成２２年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点

・協力企業の飛躍的増加を狙い 「強調月間」を7月に設定し、ＤＭや各種、

会合での広報等について教育委員会事務局全体で取り組んだ。

・企業懇談会による企業の方々からの意見や提案をもとに、学校への講師

派遣事業への取り組みを推進した。

ウ 成 果

・協力企業数が、目標２８０社に対して４１６社と大幅に増加した。

・企業懇談会による企業の情報交換や連携活動支援事業による共同開催を

通じて、様々な企業の取組が多方面へ広がった。

・協力企業の取組をホームページや新聞、県刊行物などで紹介することに

より、企業の社会貢献への取組機運を醸成することができた。

エ 課 題

、 、・この制度を知らない県民の方も多く 広報を充実するとともにや市町村

経済団体、関係機関等との連携を強め、さらに周知する必要がある。

・厳しい経済状況の中、企業のイメージアップだけでなく、協力企業での

子どもの体験活動を広げる取組や、企業等で開催される子育て講座への

講師派遣を支援するなどの付加価値が必要である。
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事 業 名 概 要

地域による学校支援 ア 目的及び事業の実施状況
推進事業 （ア）目 的

子どもを取り巻く環境も大きく変化する中、学校は様々な課題を抱え、学
校、家庭、地域の連携協力が今まで以上に重要となってきている。地域全体

決算額 で学校教育を支援するため、学校と地域との連携体制の構築を図り、多様な
、 。７，５１３千円 形態の教員支援と地域の人材の発掘 並びに地域の教育力の向上に取り組む

（イ）事業の実施状況
（財源内訳） ○鳥取県家庭・地域教育推進協議会の開催

国庫支出金 ・委員７名 ・年２回開催
７，５１３千円 ・県内の実施状況の把握、事業の評価、学校支援地域本部事業の推進方

策等について協議した。
○将来ビジョン

Ⅵ育む ○研修会の開催
２ 人財・鳥取 ・コーディネーター等担当者連絡会 １回開催（ ）「 」

の推進 ・ボランティア研修会 １回開催

○学校支援地域本部事業の実施（境港市、湯梨浜町、三朝町、伯耆町、南
部町、日南町、江府町の７市町で実施）
・学校支援地域本部を設置して、地域コーディネーターを中心に、学校

の要望を把握して、学校支援ボランティア等を派遣した。
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 主な支援内容

境港市 1名 135名 ・国語、算数、理科等学習支援 ・読み聞かせ
・花壇整備、植木剪定 ・登下校安全指導
・クラブ活動支援(ｻｯｶｰ、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、茶道、囲碁等)

湯梨浜 1名 28名 ・校舎内巡回、授業に集中できない生徒への声かけ
町 ・修繕、奉仕作業等 ・文化祭の展示コーナー巡回
三朝町 4名 100名 ・国語、家庭科等学習支援 ・読み聞かせ ・花壇整備、植木剪定

・登下校安全指導 ・クラブ活動支援(駅伝、金管楽器)
伯耆町 7名 363名 ・読み聞かせ ・社会科、家庭科等学習支援 ・登下校安全指導

・校内外環境整備 ・学校行事支援（演奏会等）
南部町 1名 100名 ・読み聞かせ ・図書室の環境整備 ・花壇整備、植木剪定

・登下校安全指導
江府町 1名 19名 ・読み聞かせ ・家庭科等学習支援 ・学校行事支援(スキー教室)

イ 平成２２年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点
本事業についての学校関係者の理解を深めるため、パンフレットを作成し

て啓発に努めた。また、コーディネーター等担当者連絡会、ボランティア研
修会を実施した。

ウ 成 果
・地域の様々な大人が関わることで、子どもたちの多様な体験、経験の機会

が増えた。
・地域の人の経験や学習の成果を子どもたちの教育に活かすことができた。
・地域の人が学校の教育活動に関わることで、地域のきずなづくりにつなが

り、地域の教育力が向上した。
・本事業の必要性や成果が少しずつ認知され、平成２０年度２市町のみで始

まった事業が、７市町にまで広がった。

エ 課 題
・この事業に取り組んだ市町村の成果を県内に発信し、社会全体で取り組む

教育の推進をめざして、事業実施する市町村をさらに増やす必要がある。
・この事業を進めていく上での中核となるコーディネーターの養成と、ボラ

ンティアの研修を今後も計画的に進める必要がある。
・学校支援地域本部事業を実施していない市町村への啓発を続け、本事業に

対する学校の理解を深めることが必要である。
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事 業 名 概 要

読書活動推進事業 ア 目的及び事業の実施状況
（ア）目 的

２０１０年国民読書年の取組みとして、読書ボランティアの育成や児童生徒
決算額 の読書推進の啓発など、県民の読書活動の機運を醸成する事業を展開した。

２，１８８千円
（財源内訳） （イ）事業の実施状況

一般財源 ①読み聞かせスキルアップ事業
３６７千円 地域や学校などで子どもに読み聞かせ活動を行っているボランティアを、

その他 県内外の研修会等に派遣するとともに、その研修成果を、所属団体だけに
１，８２１千円 とどまらず他の団体にも還元するため、各地で報告会を開催した。

・派遣人数 ：県内４２団体から計７１名
○将来ビジョン ・派遣研修会：３８講座

Ⅵ育む 「第４２回全国子どもの本と児童文化講座 （兵庫）」
（２ 「人財・鳥取 「読み聞かせサポーター実践講座 （東京） ほか） 」

の推進」 ・成果報告会「子どもと本をつなぐつどい」

地区 会 場 開催日 参加人数 主な内容

東部 さざんか会館 １０月２０日 ６０名
研修派遣者の

中部 倉吉未来中心 １月２９日 ５７名 成果報告及び
意見交換

西部 西部総合事務所 ２月 ６日 ９３名

②学校給食用牛乳パックによる国民読書年啓発広報
児童生徒への国民読書年の啓発を目的に、学校給食用牛乳パックに広告を
掲載した。

・掲載期間 平成２２年１０月１２日（火）から約３ヶ月間
・提供個数 小学校用牛乳 約３万６千個

中学校用牛乳 約１万８千個
・関連行事 平成２２年１０月１２日（火）

（東伯小学校１年生教室にて、贈呈式と読み聞かせを実施）

③ジオパーク文学ゆかりの地 散策バスツアー
文学作品の中で舞台となった山陰ジオパークの各地をめぐるツアーを実施
し、読書の楽しみ方や図書の魅力を再発見する機会とし、読書の広がりの
きっかけ作りを行った。

・日 時 平成２２年１０月２３日（土）
・参 加 一般県民２２名（公募）
・行 程 鳥取砂丘（有島武郎、与謝野晶子 、浦富海岸（島崎藤村）等）

④大人も子どもも読書キャンペーン
・ホームページ・広報誌を利用した啓発
・強調月間（４月、１０月）の設定、期間中の関連事業の広報

⑤子どもの読書活動推進委員会の開催
県内の有識者・実践者からなる委員会で、読書活動の推進状況の把握や具
体的な施策について検討を行った。

・開催数 年間３回
・参加者 委員１２名（行政関係者、公立及び学校図書館司書・幼稚園

等関係者、読み聞かせボランティア 等）
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イ 平成２２年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点
・質の高い読みきかせボランティアを育成することにより、子どもが一層

本に親しむようになるようにした。
・２０１０年国民読書年であることを地元の企業と協力したり、イベント

の広報活動等を行うことにより広く県民へ呼びかけるようにした。

ウ 成 果
・研修会などに派遣することにより、県内の読書ボランティアのリーダー

的人材を育成することができた。また、派遣成果をの報告会を実施する
ことで、ボランティアの方の熱意が高まるとともにボランティア同士の
ネットワークづくりに役だった。

・広報活動やイベントなどをとおして、児童・生徒・一般県民に対して国
民読書年であることを啓発することができた。

エ 課 題
・学校等での読みきかせボランティアが増える中、初級者層のボランティ

アの資質向上のための研修機会の確保が必要である。
・国民読書年終了後も継続的な子どもの読書活動の推進を図るため、公立

図書館、学校、民間団体等が連携し、支援する人材の育成、家庭での読
書促進のための保護者啓発が必要である。

創作体験支援事業 ア 目的及び事業の実施状況
（ア）目 的

、 、児童図書の一場面を題材に 劇団｢鳥の劇場｣の劇団員の指導を受けながら
決算額 小学生が演劇を作り演じることを通して、物語の世界を楽しみ、本に親しむ

１，７８５千円 等、子どもの読書活動を推進する。
（財源内訳）

その他 （イ）事業の実施状況
１，７８５千円 ・実施内容

グループに分かれ、２種類の児童書の１場面を、劇団員と一緒に劇にす
○将来ビジョン る。さらに、お互いの演技を発表したり、話し合う中で友達の読み取り

Ⅵ育む にふれていく。
（２ 「人財・鳥取 ・実施校）

の推進」
学校名 学年 人数 実施日

大山町立大山小学校 ５・６年生 ２３名 ９月２９日（水）

八頭町立安部小学校 ５・６年生 ２３名 ９月３０日（木）

岩美町立岩美南小学校 ５年生 ２１名 １０月１３日（水）

伯耆町立溝口小学校 ４年生 ２３名 １０月２６日（火）

倉吉市立成徳小学校 ４年生 ２４名 １１月１２日（金）

イ 平成２２年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点
新規事業

ウ 成果
・これまでとは違う「本を読む楽しさ」を物語を演じることにより体感す

ることができた。
・学級文庫に劇をした本と関連する本をおくことで興味を持ち、本を借り

て読む児童が増えた。

エ 課題
・本の好きな子どもたちを増やしていくため、学校等と協力しながら様々

なアプローチや工夫をするとともに、こうした取組を広報し、周知して
いく必要がある。
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７　決算調書
　　（総　括　表）

（単位　円）
区

科　　　目 継続費及び 予 備 費 支出済額 翌年度繰越額 差引増減額 備　考

当初予算額 補正予算額 繰越事業費 支出及び 計 本庁 出納機関
分 繰  越  額 流用増減 Ａ B Ｃ Ａ－Ｂ－Ｃ

諸 費 3,061,000 3,061,000 3,061,000 3,061,000
歳

社会教育総務費 147,412,000 2,572,000 149,984,000 115,051,451 107,835,701 7,215,750 34,932,549

青少年社会教育施設費 71,079,000 71,079,000 64,823,126 64,823,126 6,255,874

生涯学習センター費 62,257,000 142,246,000 204,503,000 196,124,650 142,726,900 53,397,750 8,378,350

出

合 計 280,748,000 2,572,000 142,246,000 3,061,000 428,627,000 379,060,227 253,623,601 125,436,626 49,566,773

教 育 使 用 料 4,704,000 4,704,000 4,219,660 484,340
同

行政財産使用料 48,000 48,000 140,060 △ 92,060
上

教 育 費 補 助 金 17,634,000 1,286,000 142,246,000 161,166,000 150,688,650 10,477,350
財

教 育 費 委 託 金 16,581,000 16,581,000 8,144,008 8,436,992
財

安心子ども基金繰入金 12,755,000 12,755,000 9,118,794 3,636,206
源

雑 入 4,232,000 4,232,000 7,583,759 △ 3,351,759
内

小 計 55,954,000 1,286,000 142,246,000 199,486,000 179,894,931 19,591,069
訳

一 般 県 費 充 当 224,794,000 1,286,000 3,061,000 229,141,000 199,165,296 29,975,704

合 計 280,748,000 2,572,000 142,246,000 3,061,000 428,627,000 379,060,227 49,566,773

支出済額の内訳予　　　　　　算　　　　　　現　　　　　　額
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８ 事業別実施状況調べ
（ ）単位：円

差引残額 事業の計画と実績・成果事 業 名 予 算 額 支出済額
翌年度

繰越額

諸 費

償還金、利子及び割引料 3,061,000 3,061,000 0 平成２０年度「放課後子

ども教室推進事業」に係

る国庫返還金

目 計 3,061,000 3,061,000 0

（ ）単位：円

差引残額 事業の計画と実績・成果事 業 名 予 算 額 支出済額
翌年度

繰越額

社会教育総務費

社会教育企画費 14,015,950 11,719,160 2,296,790 （別紙のとおり）

(主)ｹｰﾀｲ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ教育啓 3,477,000 2,600,337 876,663

発推進事業

家庭教育支援基盤形成事 7,201,000 4,184,595 3,016,405 （別紙のとおり）

業

(主)企業との連携による 3,299,000 2,068,029 1,230,971

子育て環境整備事業

家庭教育啓発相談事業 5,864,000 4,891,941 972,059 （別紙のとおり）

社会教育主事養成事業 162,000 62,162 99,838 （別紙のとおり）

地域力（鳥取力）を高め 600,000 600,000 0 （別紙のとおり）

る公民館活性化モデル事

業

町村教育委員会支援事業 18,564,000 17,177,000 1,387,000 （別紙のとおり）

(主)地域による学校支援 15,839,050 7,512,658 8,326,392

事業
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（単位：円）

差引残額 事業の計画と実績・成果事 業 名 予 算 額 支出済額
翌年度

繰越額

放課後子ども教室推進事 34,252,000 28,161,859 6,090,141 （別紙のとおり）

業

社会教育団体等による地 10,342,000 7,681,935 2,660,065 （別紙のとおり）

域づくり支援事業

基本的生活習慣の定着等 670,000 670,000 0 （別紙のとおり）

による学力向上促進事業

「おやじの会」との連携 1,197,000 1,000,144 196,856 （別紙のとおり）

による地域教育力向上事

業

悩みを抱える青少年の社 2,000,000 1,951,861 48,139 （別紙のとおり）

会参加促進事業

心のふれあいプロジェク 4,864,000 4,757,550 106,450 （別紙のとおり）

ト指導者養成事業

自主的な生涯学習活動支 800,000 225,000 575,000 （別紙のとおり）

援事業

生涯学習情報提供事業 8,615,000 6,695,148 1,919,852 （別紙のとおり）

とっとり県民カレッジ事 10,906,000 8,342,966 2,563,034 （別紙のとおり）

業

家庭での読書活動支援事 1,088,000 776,350 311,650 （別紙のとおり）

業

(主）読書活動推進事業 4,428,000 2,187,756 2,240,244

(主)創作体験活動支援事 1,800,000 1,785,000 15,000

業

目 計 149,984,000 115,051,451 34,932,549
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（単位：円）

事 業 名 予 算 額 支出済額 事 業 の 計 画 と 実 績 ・ 成 果
翌年度 差 引
繰越額 残 額

青少年社会
教育施設費

船上山少年 船上山少年自然の家の運営及び施設の維持30,916,000 29,684,513 0 1,231,487

自然の家運 管理を行った （平成18年度から直営）。
営費 （１）年間受入者数 （人）

年 間 受 入 者 数
日帰り 宿泊 計

8,268 16,069 24,337
（２）その他施設修繕等（営繕費執行）

船上山少年 船上山の自然を生かした各種主催事業を行3,635,000 2,403,824 0 1,231,176

自然の家事 った。
業費 ・主催事業の実施状況 （人）

主催事業名 計
船上山の夏を楽しむな
ど 計１２事業 3,135

大山青年の 大山青年の家の運営及び施設の維持管理を32,732,000 29,886,536 0 2,845,464

家運営費 行った （平成18年度から直営）。
（１）年間受入者数 （人）

年 間 受 入 者 数
日帰り 宿泊 計

10,930 20,849 31,779
（２）その他施設修繕等（営繕費執行）

「大山」自 大山の自然を生かした各種主催事業を行っ3,796,000 2,848,253 0 947,747

然が友だち た。
ときめき ・主催事業の実施状況 （人）

主催事業名 計“本物”体
験事業費 春の親子フェスティバ

ルなど 計１２事業 1,746

71,079,000 64,823,126 0 6,255,874目 計
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（単位 円）

事 業 名 予 算 額 支出済 事 業 の 計 画 と 実 績 ・ 成 果
翌年度 差 引

残 額繰越額

生涯学習セ
ンター費

施設利用生涯学習セ 鳥取県立生涯学習センターの142,246,000 133,867,650 0 8,378,350

者の利便性の向上を図るため、改修等を行ンター改修 (前年度繰越額

った。費 27,712,000)

・空調設備改修

生涯学習セ 「鳥取県立生涯学習センターの設置及62,257,000 62,257,000 0 0

ンター運営 び管理に関する条例」に基づき、生涯学
費 習センターの管理運営を指定管理者に行

わせた。
・指定管理者（H21～H25）

(財）鳥取県教育文化財団
・管理委託費 62,257,000円

204,503,000 196,124,650 0 8,378,350目 計

428,627,000 379,060,227 0 49,566,773合 計
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（ 別 紙 ）

事 業 名 事 業 の 計 画 と 実 績 ・ 成 果

社会教育企画費 （１）社会教育委員会議の開催（委員１５名）
期 日 会 場 会 議 の 内 容

平成22年 県立倉吉体育 ・平成23年度社会教育関係団体及びスポーツ関係団体への助成に

12月22日 文化会館 ついて

小研修室１ ・小学生のスポーツ活動について

教育審議会生涯学習分科会委員と兼務

（２）各種研修派遣
研 修 会 名 派遣人数 派 遣 先 派 遣 期 間

中国・四国・九州地区生涯学 ３名 福岡県立社会教育総合センター H22.5.15 ～

習実践研究交流会 H22.5.16

(主)ケータイ・イン
ターネット教育啓
発推進事業
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事 業 名 事 業 の 計 画 と 実 績 ・ 成 果

家庭の教育力の向上を図るため、身近な地域において子育てサポーターリ家庭教育支援基盤形
ーダー等で構成する「家庭教育支援チーム」を設置し、情報や学習機会の提成事業
供、相談体制の充実をはじめとするきめ細かな家庭教育支援を行うことによ
り、地域全体で家庭教育を支えていく基盤形成を促進した。

（１）家庭教育支援者育成セミナーの開催
家庭の教育の向上のためには、各地できめ細かく活動する家庭教育の支援
（ 、 ） 、者 子育てサポーター 子育てサポーターリーダー の存在が重要であるが

支援者の研修の場が非常に少ないため、家庭教育支援者育成セミナーを６講
座開催した。
期日・会場 人数 内 容 等

中部総合 30名 「特別支援が必要な子どもたちの理解と支援のあり方」

事務所 講師 自閉症・発達障害支援センター 児童支援員 井口 妙子 氏

11/25 木 「保護者への支援の基本」（ ）

講師 自閉症・発達障害支援センター 児童支援員 井口 妙子 氏

「 」県民 40名 基本的生活習慣と子どもの発達について～保護者へのアプローチ～

ふれあい 講師 鳥取大学地域学部教授 寺川 志奈子 氏

会館 「家庭教育支援とカウンセリング１～相談者の援助の基本～」

12/13 月 講師 臨床心理士 浦木恵子 氏（ ）

西部総合 29名 「父親の育児参加をすすめるために」

事務所 講師 ファザーリング・とっとり 代表 福井 正樹 氏

1/25 火 「家庭教育支援とカウンセリング２～相談者の援助の基本～」（ ）

講師 臨床心理士 浦木恵子 氏

（２）市町村への助成

）＜家庭教育支援チームの設置＞（４市町村：鳥取市、米子市、八頭町、智頭町
子育てサポーターリーダーや子育てサポーターを中心に、保健師、民生

委員等の地域の人材で構成された「家庭支援チーム教育」を設置し、概ね
小学校区を活動範囲として、家庭教育に関する情報提供や相談対応、学習
機会のコーディネート等を行った。

）＜学習機会の提供＞（７市町村：鳥取市、米子市、八頭町、智頭町、三朝町、琴浦町、大山町
多くの親が集まる様々な機会を活用して、家庭教育関連講座を実施した。
市町村 家庭教育支援チーム 学習機会の提供 計

その他人数 幼児 小 中活動内容

１ 鳥取市 8 3 45 48学習のコーディネート

２ 米子市 3 18 7 25学習のコーディネート、相談対応、家庭・企業への訪問

３ 八頭町 6 12 8 3 1 24学習のコーディネート、相談対応

４ 智頭町 3 2 6 1 1 10学習のコーディネート、相談対応、家庭への訪問

５ 三朝町 6 3 2 11
６ 琴浦町 4 8 2 14
７ 大山町 11 4 3 18

合計 20 38 92 18 2 150

(主)企業との連携に
よる子育て環境整
備事業

－ 14 －

yoneharasatoko
長方形

yoneharasatoko
長方形

yoneharasatoko
長方形

yoneharasatoko
長方形

yoneharasatoko
長方形

yoneharasatoko
長方形



事 業 名 事 業 の 計 画 と 実 績 ・ 成 果

子どもたちの健やかな成長に対する保護者自らの責任の重大性について自覚家庭教育啓発相談事
を促し、保護者自らが自主的に学習と実践を行おうとする機運を醸成するとと業
もに、悩みや不安を抱える保護者等の不安を軽減するため、家庭教育全般にわ
たり、乳幼児、小学生、中学生、高校生を持つ親などからの電話等による相
談に応じた。
（１）家庭教育相談事業

①家庭教育電話相談
区 分 内 容

子育てホットライン 相談件数 ８５９件(ﾒｰﾙ、FAX等を含む)

（平成２１年度 ７４６件）（ 、 ）月～金10:00～21:00 土 ～18:00
電子メールは24時間受付

広報および「子育てホットライン」カード作 県内保育所、幼稚園、小中学校、特別支援

成（９５，０００部） 学校、公民館、小児科等および母子手帳交

付、１歳半健診時に配布

②家庭教育電話相談員研修会 ２回（電話相談員 １４名）
（２）家庭教育啓発事業

①携帯電話の「子育て情報提供サイト」による情報の提供
②家庭教育啓発資料（幼児用、小学生用、中学生用）の作成と配布
③家庭教育啓発広報（新聞広告２回 ））

社会教育主事養成事 社会教育主事に必要な専門的知識、技能を修得させ、資格を付与することを
業 目的とした社会教育主事講習を教育情報通信ネットワーク（エル・ネット）を

活用して、鳥取県内で受講できるようにして、県や市町村教育委員会事務局職
員、公民館職員、教員等教育関係者の社会教育主事資格取得を支援した。
【社会教育主事講習Ｂ（鳥取会場 】）

日 時 平成２３年１月１９日（水）
～２月２５日（金）まで（３８日間）

場 所 旧鳥取県立赤碕高等学校 研修室
内 容 ・生涯学習概論 １月１９日（水）～１月２５日（火）

・社会教育計画 １月２６日（水）～２月 １日（火）
・社会教育特講 ２月 ７日（月）～２月１８日（金）
・社会教育演習 ２月 ２日（水）～２月 ４日（金）

宿泊研修（大山青年の家）
２月１５日（火）

現地研修（倉吉市社会教育施設）
２月２１日（月）～２５日（金）

社会教育計画作成演習
受講者 ２２名（全科目受講は、１１名）

地域力（鳥取力）を 地域課題を解決する上で効果を発揮しうる取組、多くの住民を巻き込んでい
高める公民館活性化 くための有効な仕掛けのある取組等「地域力（鳥取力 」を高める先進的な取組）
モデル事業 を実施する県内公民館３館を支援した。

モデル公民館 事 業 内 容
事業名「大人と子ども共に育むむらづくり」

鳥取市 ご当地カルタづくり・カルタ大会、子育て親育ち応援
逢坂地区公民館 カレンダーづくり等によって、多様な世代間交流や学び

の機会を充実させ、大人と子どもが共に育ち合う地域づ
くりをめざした。
事業名「めいりん ワッ！ワッ！輪！」

倉吉市 ５０年前の「明倫音頭」復活の取組に世代を超えて、
明倫公民館 地域・学校・家庭が一体となって関わり、特色ある地域

文化の継承と子どもたちの郷土への愛着心を育んだ。

事業名「大山カレッジ」
大山町 町民が、週１回中山中学校の空き教室を利用して学習

中山公民館 を重ねることで、自己能力の向上を図り新たな出会いや
自分自身を再発見する場にすると共に、町民と中学生の
交流を進めた。
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事 業 名 事 業 の 計 画 と 実 績 ・ 成 果

(主)地域による学校
支援推進事業

地域社会の中で放課後や休日に子どもたちが安心、安全に健やかに育まれ放課後子ども教室推
るよう、厚生労働省の放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）と一体進事業
的または連携して、学校や公民館、児童館などを会場に、地域の大人を指導
者に迎え、体験活動や交流活動など様々な体験活動を実施した。

区 分 内 容

鳥取県放課後子どもプ ・委員１０名

ラン推進委員会 ・放課後子どもプランの実施状況について、研修会について、

第１回 １０月８日 実態把握アンケート実施とまとめについて

第２回 ３月２２日

安全管理研修会 講演・事例発表・ワークショップ（参加者：８１名）

（７月２４日） 対象：地域活動を行うボランティア、社会教育関係指導者等

指導者等研修会 講演・ワークショップ（参加者：３２名）

（１２月１６日） 対象：地域活動を行うボランティア、社会教育関係指導者等

放課後子ども教室 ・県立特別支援学校７校

（鳥取盲、鳥取聾、鳥取養護、白兎養護、倉吉養護、皆生

養護、米子養護学校）

・１１市町（鳥取市、倉吉市、岩美町、若桜町、湯梨浜町、三

朝町、北栄町、琴浦町、日南町、日野町、江府町）３４教室

、放課後子ども教室実践 すべての放課後子ども教室での特色ある活動例を冊子にまとめ

事例集の作成・配布 各放課後子ども教室をはじめ、県内すべての小学校、公民館、

放課後児童クラブなど関係機関に配布した。

町村教育委員会支援 地方分権の時代にあって、現在の町村の職員体制を強化し、各町村が抱えてい
事業 る子どもたちを巡る緊急かつ新たな課題の早期解決を図るため、教育の専門家

である指導主事(地域教育担当)を派遣し、その人件費の１／２相当額を助成
した。

派遣町村 Ｈ１３～１５ 福部村（鳥取市 、若桜町、三朝町 ３名）

Ｈ１４～１６ 河原町(鳥取市)、郡家町･船岡町･八東町(八頭 １０名

町)、関金町(倉吉市)、羽合町･東郷町(湯梨浜

町)、北条町、会見町(南部町)､中山町(大山町）

Ｈ１６～１８ 岩美町、赤碕町(琴浦町)、岸本町（伯耆町） ３名

Ｈ１７～１９ 日南・日野・江府町 １名

Ｈ１９～２１ 智頭町 １名

Ｈ２０～２２ 江府町、日南町 ２名

Ｈ２２～２４ 日吉津村、日野町 ２名

助成期間等 ３年間は、県が人件費の１／２相当を助成。

※旧福部村、旧河原町以外の市町については、派遣終了後も市町負担により引き続き

指導主事を配置。
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事 業 名 事 業 の 計 画 と 実 績 ・ 成 果

社会教育団体等によ 社会教育関係団体及びＮＰＯ等が持っている教育力を活用し、子どもたちの
る地域づくり支援事 豊かな心と生きる力を育むとともに、健やかな子どもが育つ地域づくりを目指
業 して、以下のとおり各団体等に委託して事業を実施した。

（１）社会教育関係団体等による子どもたちを健やかに育む地域づくり支援事業
区 分 実施主体 取 組 内 容 参加者数

ジュニアリーダー養 鳥取県子ども 県内３団体を指定して、ジュニアリーダーと大人の指導者を派遣 延べ

成事業 会育成連絡協 し、共に事業計画、運営、反省をすることを通して、団体にジュ ３９４名

議会 ニアリーダーを養成した。 （20回）

２）社会教育関係団体支援事業（
全県的な組織を有し、県の施策に合致した活動を展開している公共性のあ

る社会教育関係団体を対象として、人材育成、指導者養成の経費について助

成し、地域の教育力の向上と本県の生涯学習の推進を図った。
・県青少年団体補助金( ､ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ､ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ､ )県連合青年団 県子ども会育成連絡協議会
・県社会教育関係団体（成人）補助金( PTA ､ PTA ､ )県 協議会 県高等学校 連合会 県連合婦人会

家庭の教育力の向上を目指し、子どもの基礎学力の基本的生活習慣の定 県ＰＴＡ協議会に委託し、
向上に必要とされている「基本的生活習慣の定着」に係る主体的・具体的な取り組着等による学力向上
みや啓発活動を実施した。促進事業

委託先：鳥取県ＰＴＡ協議会

委員会 ２回（１）企画推進

平成２２年 ７月 ３日：報告会の内容、進め方について

平成２３年 ３月 ５日：報告会の運営進行について

（２）基本的生活習慣定着モデル事業

単位ＰＴＡごとに、それぞれの児童･生徒の実態に応じた取組がみられ、保

護者への意識づけや児童・生徒の基本的生活習慣の定着が図られている。

実施ＰＴＡ 主な実施内容

（ ）２ 鳥取市立福部小学校PTA ・生活自己点検活動 睡眠時間・朝食・朝昼夜の歯みが等

・ノーテレビデー 「わが家の生活モデル」、

年 琴浦町立以西小学校PTA ・実態調査アンケートの実施と分析

・テレビ視聴研修会・朝ごはんレシピブック配布

目 南部町立会見小学校PTA ・食育カルタ、エプロンシアターの実施

・給食試食会、食育大型絵本の読み聞かせ

智頭市立智頭小学校PTA ・生活習慣アンケート

・生活習慣にかかわる「杉の子板」ポスター作成

倉吉市立明倫小学校PTA ・実態把握アンケート

１ ・ とっても簡単な朝食レシピ」作成「

倉吉市立上灘小学校PTA ・家庭における生活実態アンケート作成

年 ・ カラーテスター」配布「

米子市立住吉小学校PTA ・生活アンケートの実施

目 ・ 住吉元気っ子キャンペーン」の実施「

日野町立黒坂小学校PTA ・ アットホームデー」の取組「

・子育て講演会

八頭市立船岡中学校PTA ・ 生活習慣アンケート」の実施「

・談会 「早寝、早起き、基礎英語」の実施、

（３）成果発表
、「 」広く全県のＰＴＡ組織が参考にできることを狙い みんなのＰＴＡ第３９集

として取り組みの概要と成果や課題について県教育委員会事務局家庭･地域教育
課のホームページ内に 掲載した。
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事 業 名 事 業 の 計 画 と 実 績 ・ 成 果

「おやじ」の会との 子どもの健全育成を目的として県内各地で活動している「おやじの会」のネ
連携による地域教育 ットワークである「とっとりおやじ連」が中心となって、地域での学習支援や
力向上事業 体験活動支援の場を創出し、地域で、家庭で子育てを支援する環境づくりを進

めた。また、事業を通して、県内各地で活動している「おやじの会」のネット
ワークを広げ、社会全体で子育て支援する気運の醸成を図った。

区 分 内 容
連携企画会議 ・委員５名 ・会議開催７回

・プレーパーク事業の拡張方針、活動事業の展望、活動の事業評価等

について協議

学習支援の場の創出 ・日吉津フレンドホーム（通学合宿支援）

事業 期 間：平成２２年１１月２１日～２７日

・通学合宿支援 会 場：県立大山青年の家 ６泊７日

・おやじの学習会 参加者数：小学校５・６年生２０名

おやじ達の大まじめ学習会・
日 時：平成２３年３月１２日

参加者：１３名 会 場：高城ふれあいセンター

※前日の東日本大震災の影響を考慮して学習会自体は中止。高城だ

っしゅ村の見学希望があったため、現地案内実施。

体験活動支援の場の ・就将プレーパーク（就将プレーパーク実行委員会）

創出事業 期 日：平成２２年７月３１日～８月１日

・プレーパーク 会 場：就将小学校 参加者：約６０名

・冒険・体験活動の ・親子キャンプ教室（松崎幼稚園０８２の会）

場の開催 期 日：平成２２年７月３１日～８月１日

会 場：松崎幼稚園 参加者：親子１１組 計４０名

・親子キャンプ教室（鳥短付属幼稚園おやじの会）

期 日：平成２２年７月３１日～８月１日

会 場：北栄町オートキャンプ場 参加者：親子１０組 計２５名

・高城だっしゅ村（高城おやじの会）

期 日：平成２２年８月２１日～２２日

会 場：倉吉市上大立地区 参加者：約２００名

・湯梨浜・友・遊パーク、湯梨浜おやじ塾（羽合小ホエホエ隊）

期 日：平成２２年９月２３日

会 場：ハワイアロハホール 参加者：約５００名

・おやじのビーチバレー教室

期 日：平成２２年８月２２日

会 場：賀露海水浴場 参加者：親子６組 １８名

悩みを抱える青少年 ＮＰＯ等と連携し、不登校、ひきこもり等で悩みを抱える青少年に対し、自
の社会参加促進事業 然体験や生活体験、労働体験等をする機会を提供して社会性や協調性を養い、

学校復帰や社会参加を支援した。また、電話や自宅への訪問による相談活動事
業も行い当事者を支援した。

区 分 内 容

実施期間 平成２２年５月～平成２３年３月

体験活動事業 対 象 者 不登校、ひきこもり傾向の青少年

（児童・生徒・青年・保護者など 延べ３６２人参加)

活動内容 自然体験、乗馬体験、もの作り、料理作り 全１０回

委 託 先 鳥取発 居場所ネット（県内民間２１団体のネットワーク）

相談活動事業 対 象 者 不登校、ひきこもり傾向の青少年 延べ９５件

活動内容 電話や自宅への訪問による相談

ﾌｫｰﾗﾑ名 不登校・ひきこもりの青少年の自立を支える地域づくりﾌｫｰﾗﾑ

フォーラムの 平成２２年９月２５日 用瀬町民会館

開催 期日･場所 不登校、ひきこもりの青少年と当事者の家族、青少年育成団体

対 象 者 関係者、一般県民等

５４名

参加者数 ・居場所ネット事業報告

内 容 ・パネルディスカッション

講演会名 「あなたの悩み・想いからつながる未来」

講演会 期日･場所 平成２３年３月６日 ふれあいの里（米子市）

参加者 不登校や引きこもりなど悩みを持つ青少年の家族など約７０名
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事 業 名 事 業 の 計 画 と 実 績 ・ 成 果

赤ちゃんとその保護者と小・中・高生とのふれあい事業である「心のふれあ心のふれあいプロジ
いプロジェクト」の指導者及びコーディネーターの養成とフォーラムの開催をェクト指導者養成事
ＮＰＯに委託実施した。修了者１５名のうち、４名が認定。業

区 分 内 容
企画運営会議 ・企画運営会議

・打合会の開 年間計画策定及び実行に関する会議 １４回開催

催 ・打合会

指導者養成講座の講師や開催地との具体的な打合せ

指導者、コー 講座内容

ディネーター ・講座１ 「赤ちゃん登校日」の理解とコミュニケーションを学ぶ

養成講座の開 ６回実施 延べ３８名参加

催 ・講座２ 「赤ちゃん登校日」の実地研修（事前研修も含む）

２０回実施（１０校） 延べ４４名参加

・講座３ 「赤ちゃん登校日」実践のためのフォローアップ研修

（兼 フォーラム)

認定証書（４名 ・修了証書（１５名）授与式 １３名参加）

啓発広報活動 テレビ放映 平成２３年１月２９日（土）本放送

平成２３年２月１１日（金）再放送

DVD『鳥取発！赤ちゃん登校日』作成

各市町村教育委員会・福祉担当課・図書館、県内各小・中・高校などに配

布

自主的な生涯学習活 県民が日頃の生涯学習活動の成果発表の機会を、自主的に企画し運営する事
動支援事業 業に対し、その開催経費を支援した。

補助対象団体：公民館や社会教育施設等を中心に活動している団体やサー
クル

補 助 率：１／２

事業実施団体 会場 活動内容

鳥取朗読の会 鳥取市 県内の朗読団体、小学生、大学生、元ＮＨ

Ｋアナウンサーが共同で朗読会を実施

若葉台学習発表会実行委員会 鳥取市 県若葉台地区公民館で活動している教室・

サークルが共同で学習成果の発表会、パネ

ル展示等を実施

とっとり県民カレッジ学友会ま 倉吉市 とっとり県民カレッジ学友会の会員が、日

つり実行委員会 頃の活動成果を発表し、県民へアピールす

るとともに、会員相互の情報交換を実施
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事 業 名 事 業 の 計 画 と 実 績 ・ 成 果

生涯学習情報提供事 インターネット、ビデオ収録及び情報誌により、県民へ生涯学習活動の実情
業 や学習機会等の情報を提供した。

（１）生涯学習情報提供システム 「県民学習ネット」
情 報 内 容 講座情報、仲間情報、人材情報、教材情報、とっとり県民カレッジ

情報 (データ件数３，４４５件)

（２）ビデオ収録及びインターネット配信（トリピー放送局）
区 分 概 要

ビデオ収録 １１本（うちとっとり県民カレッジ主催講座８本）

ビデオ番組配信システ とっとり県民カレッジ主催講座 ２５本

ム（インターネット） 生涯学習講座 ８本

ビデオ番組配信システムのアクセス件数 ３１４件

（３ 「生涯学習とっとり」の発行）
内 容 ・生涯学習の関連事業、公立図書館、社会教育施設の紹介 等

・県内の生涯学習の講座情報 等

発行状況 年６回 Ａ４版 各４，３００部

配 布 先 県内の公民館、社会教育施設、公共施設等

とっとり県民カレッ 多様化・高度化する県民の学習要求に応えるため、社会の様々な教育機関と
ジ事業 の連携を図り、体系的・総合的な学習機会を提供した。

（１）主催講座
①未来をひらく鳥取学

地 区 回 数 受 講 者 数

東 部 地 区 ３回 延べ ７６９名

中 部 地 区 ３回 延べ ４７４名

西 部 地 区 ３回 延べ ５９５名

全 県 対 象 １回 ５２１名

合 計 １０回 延べ ２，３５９名

②放送利用 ２コース
・テレビコース（１番組） ・ビデオコース

視聴回数 ４３１回 貸出本数 ７２２本

認定単位数 ２１９単位 認定単位数 １，３６０単位

（２）連携講座
１４８機関（１，２０５講座）

①生活創造コース ②健康・スポーツコース ③文化探求コース

④国際交流コース ⑤能力開発コース ⑥教養コース
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事 業 名 事 業 の 計 画 と 実 績 ・ 成 果

家庭での読書活動推 身近な場所で本に親しめる環境づくりとして、企業の中や駅の構内に文庫を
進事業 設置し、職場内や通勤中に本を手にすることができる環境を整備した。

（１）企業文庫の設置
絵本、児童図書、新刊図書を希望する家庭教育推進協力企業に配送し、従

業員に本を貸し出した （各企業100冊、２ヶ月で新しい図書に更新）。
家庭に持ち帰って子どもに読み聞かせができる本と、従業員自身の興味を

深めることができる新刊本を併せて配架した。

企業名 所在地

（株）ＬＡＳＳＩＣ 鳥取市

（株）戸信 鳥取市

鳥取ヤクルト販売（株） 鳥取市

日ノ丸印刷（株） 鳥取市

(有)中井電機製作所 倉吉市

(有)シナリーシンデレラ 倉吉市

尾崎商事（株）米子工場 米子市

東京印刷（株） 米子市

美保テクノス（株） 米子市

（２）駅舎文庫の設置
若桜鉄道の若桜駅と丹比駅に文庫を設置し、待合いの間や列車に図書を持

ち込んで乗車中に読書ができるようにした。
新刊本の他に、地元の特徴を踏まえた本（ＳＬに関する本や映画「男はつ

らいよ」関連本など）も配架し、興味を引きやすい選書を行った。
＜配架冊数＞若桜駅３５１冊、丹比駅３３６冊

（主）読書活動推進
事業

（主）創作体験支援
事業
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９　予備費の充用調べ
　　　　該　当 な し

１０　繰越関係調べ

　（１）継続費逓次繰越調べ
　　　　該　当 な し

　（２）繰越明許費調べ

  該　当　な　し

　（３）事故繰越調べ

　　　　該　当　な　し

１１　収入証紙取扱額調べ

　　　　該　当　な　し
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１２　収入事務処理状況調べ

　（１）分担金及び負担金

　　　　該　　当　　な　　し

（２）使用料  （単位：円）

目 節 細節

教育使用料
社会教育施設使用料
（青少年社会教育施設）

0 0

0 0 0 0 0

4,219,660 4,219,660 0 0 各社会教育施設

4,219,660 4,219,660 0 0

行政財産使用料 行政財産使用料 2 4,500 4,500 0 0

2 4,500 4,500 0 0

135,560 135,560 0 0

140,060 140,060 0 0

4,359,720 4,359,720 0 0

　（３）手　数　料

　　　　該　　当　　な　　し

　（４）財産収入

　　　　該　　当　　な　　し

　（５）寄　附　金

       該　　当　　な　　し

本庁執行分計（目）

出納機関執行分計（目）

目計

不納欠損額 収入未済額
収　　　入　　　科　　　目

件数 調定金額 収入済額 根拠法令名等 備　　考

行政財産使用料条例

合　　　　　計

本庁執行分計（目）

出納機関執行分計（目）

目計

－ 23 －



　（６）諸　収　入 （単位：円）

目 節

雑入 雑入 871 919,000 919,000 0 0

8 3,583,000 3,583,000 0 0

1 2,176 2,176 0 0

1 52,118 52,118 0 0

3 34,633 34,633 0 0

1 5,080 5,080 0 0

885 4,596,007 4,596,007 0 0

2,987,752 2,987,752 0 0

7,583,759 7,583,759 0 0

違約金 違約金 1 176,904 0 0 176,904

1 176,904 0 0 176,904

0 0 0 0

176,904 0 0 176,904

7,760,663 7,583,759 0 176,904

（７）　現金の取扱状況

　　　ア　現金取扱状況

　　　　　　　（単位：円）　

　　　イ　つり銭の状況

　　　　　　（平成２３年３月３１日現在）

無

とっとり県民カレッジ設置要項

鳥取県放課後子どもプラン推進事業費補助金
交付要綱

目計

親と子のネイチャーゲーム体験事業実施委託
契約書

本庁執行分計（目）

出納機関執行分計（目） 各社会教育施設

件　数 調定金額

本庁執行分計（目）

　　　収　　　　入　　　　科　　　　目
細節

未来をひらく鳥取学資料代

過年度国庫補助金精算返納
（放課後子ども教室推進事
業）

県立大山青年の家自販機手
数料

非常勤職員雇用保険料本人
負担分

合計

臨時的任用職員雇用保険料
本人負担分

過年度親と子のネイチャー
ゲーム体験事業委託費返納

大山青年の家清掃業務委託
契約解除違約金

出納機関執行分計（目）

目計

備　　考収入済額 不納欠損額
収　入
未済額

根　　拠
法令名等

収入科目（節） 収　入　済　額 備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考

雑入 55,000 未来をひらく鳥取学資料代

つり銭の有無 つり銭の額（円） 0

合　　　　　計 55,000
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１３ 税外収入未済額調べ
（単位：円）

目 節 細節
18年度
以前

19年度 20年度

違約金 違約金

176,904 0 0 176,904 0 176,904 0 0 0 0 176,904

会社倒産による回
収不能（大山青年
の家清掃業務委託
契約解除違約金）

176,904 0 0 176,904 0 176,904 0 0 0 0 176,904

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

176,904 0 0 176,904 0 176,904 0 0 0 0 176,904

176,904 0 0 176,904 0 176,904 0 0 0 0 176,904

１４ 未収金回収促進のための取り組み状況

目 節 種別

違約金 違約金 違約金

１５ 税外収入不納欠損額調べ

該 当 な し

無

H20.1.17 督促状発行
H20.1.21、H20.1.29、H20.3. 3 電話督促
H20.3.26 手紙での現況確認
H20.6.27～H21.3.20 電話督促（５回）
H21.4.7 手紙での現況確認
H21.4.17 会社登記事項証明書の交付申請
H21.7.30 会社登記事項証明徴収
H21.8.6 会社登記事項閉鎖事項全部証明徴収
H21.12.17 会社登記事項証明徴収

電話での現状確認
H23.3.30 会社登記事項証明徴収

・同じ債務者に対して債務を持つ課（畜産課）と連絡を取り合
い、共同して現状把握と処理に取り組めた。

※元代表取締役に対する個人破産の免責許可はおりたが、元代
表取締役に法人の清算登記を行う費用がなく、清算手続きが完
了していない状態である。（財源確保推進課の指示を受けなが
ら処理をすすめる）

収入済額
収 入
未済額

Ｂ

収入未済
額 計

Ａ＋Ｂ

未 収 理 由

現 年 度 分

調定額

過 年 度 分

差引収入
未 済 額

A

取り組み効果
債権管理事
務取扱要領

の作成の有無
取り組み状況

収入未済額の調定年度内訳前 年 度
以前から
の繰越額

左のうち
収入済額

不 納
欠損額

目計

本庁執行分計（目）

出納機関執行分計（目）

合 計

区分

収入科目
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１６　債務負担行為の状況調べ

21年度までの執
行額

22年度の
執行額

23年度以降の
執行額

計
Ｂ

円 円 円 円 円 円 円

青少年社会教育施設警
備業務委託

委託料
平成１９
年１２月

２０年度から
２２年度まで

28,800,000 26,218,500 17,479,000 8,739,500 26,218,500 26,218,500

船上山少年自然の家環
境衛生管理業務委託

委託料
平成２０
年３月

２０年度から
２２年度まで

1,770,000 1,751,400 1,167,600 583,800 1,751,400 1,751,400

船上山少年自然の家電
気工作物保守点検業務
委託

委託料
平成２０
年３月

２０年度から
２２年度まで

630,000 627,543 418,362 209,181 627,543 627,543

船上山少年自然の家昇
降機設備保守点検業務
委託

委託料
平成２０
年３月

２０年度から
２２年度まで

1,680,000 1,663,200 1,108,800 554,400 1,663,200 1,663,200

船上山少年自然の家防
災設備保守点検業務委
託

委託料
平成２０
年３月

２０年度から
２２年度まで

1,050,000 992,250 661,500 330,750 992,250 992,250

大山青年の家浄化槽保
守点検業務委託

委託料
平成２０
年３月

２０年度から
２２年度まで

1,482,000 1,480,500 987,000 493,500 1,480,500 1,480,500

大山青年の家電気工作
物保守点検業務委託

委託料
平成２０
年３月

２０年度から
２２年度まで

330,000 302,400 201,600 100,800 302,400 302,400

大山青年の家防災設備
保守点検業務委託

委託料
平成２０
年３月

２０年度から
２２年度まで

540,000 488,250 325,500 162,750 488,250 488,250

鳥取県立生涯学習セン
ター管理委託

委託料
平成２０
年３月

２１年度から
２５年度まで

311,285,000 311,285,000 62,257,000 62,257,000 186,771,000 311,285,000 311,285,000

青少年社会教育施設給
食業務委託

委託料
平成２０
年１０月

２１年度から
２３年度まで

25,609,000 24,513,000 7,985,000 8,176,000 8,352,000 24,513,000 24,513,000

青少年社会教育施設清
掃業務委託

委託料
平成２０
年１１月

２１年度から
２３年度まで

8,022,000 4,071,816 1,357,272 1,357,272 1,357,272 4,071,816 4,071,816

青少年社会教育施設警
備業務委託

委託料
平成２２
年１１月

２３年度から
２５年度まで

40,527,000 34,723,912 34,723,912 34,723,912 34,723,912

とっとり県民カレッジ
委託事業費

委託料
平成２２
年１１月

２３年度から
２５年度まで

34,218,000 23,852,652 23,852,652 23,852,652 23,852,652

455,943,000 0 255,056,836合　　　計 93,948,634

事業名 種別

設定状況

議決 期間 限度額
当該事業の
契約額等

431,970,423

合計

Ａ＋Ｂ

執行(支出)状況

備考

431,970,423

設定年度
の執行額

Ａ

債務負担行為の期間

82,964,953 431,970,423
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１７　負担金、補助金、交付金及び委託料支出状況調べ

（１）負担金
（単位：円）

予算科目　　　　　　　（目） 予 算 額 区分 負担金の名称 支  出  先 負担率 支出年月日 支出金額
支出の根拠法令
名等（規約、要
綱等を含む。）

備 考

社会教育総務費
0

支出金額が１０万円未満のもの
85,000

本 庁 執 行 分 計
85,000

出 納 機 関 執 行 分 計
0

目 計
85,000

青少年社会教育施設費

支出金額が１０万円未満のもの
0

本 庁 執 行 分 計
0

出 納 機 関 執 行 分 計
90,000

各社会教育施設

目 計
90,000

合 計
175,000
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（２）補　助　金

　　　予算科目（社会教育総務費）

　　①国　補　分

補 助 対 象 着 手
年 月 日

交 付 先 間接 経 費 完 了 概算払

補 助 率 年 月 日 精算払 支　出 金　　額

及 び 交 付 決 定 実 績 報 告 審査・現地 の別 年月日
補 助 金 額 年 月 日 年 月 日 調査年月日

6,150,521 H22.8.17
H23.5.13

鳥取市長 間接 (補助率2/3) (H22.8.23外) 概算 H22.12.20 4,086,000

外６件 H23.3.11 外１件

4,086,000 (H22.11.17)

H23.3.25 H23.3.31外 H23.5.12

22,484,000 子育て支援総室
へ配当替え

本庁執行分計
26,570,000

出納機関執行分計

　　②単　県　分 （ 単位 ： 円 ）

補 助 対 象 着 手
年 月 日

交 付 先 間接 経 費 完 了 概算払 金　　　額

補 助 率 年 月 日 精算払 支　出

及 び 交 付 決 定 実 績 報 告 審査・現地 の別 年月日
補 助 金 額 年 月 日 年 月 日 調査年月日

日南町長 34,358,251 H22.5.7 H23.5.23
外３件 －

(補助率:1/2) (H22.5.13) 概算 H22.6.30 17,177,000

H23.2.3外 － 外５件

17,177,000 (H22.6.4) H23.4.1外 H23.5.6

H23.2.28

町村教育委員会支援事業給与負担補助金
（Ｈ１３）

指導主事（地域教育担当）の配置に要する給与負担金に対
する助成

26,570,000

放課後子ども教室推進事業費補助金（Ｈ１９）

市町村が実施する放課後・休日の子ども達の居場所の運営
経費に対する助成

国　　補　　分　　計

 備　　考交 付 申 請
年 月 日

検 査 年
月 日

事 業 の 内 容

補 助 金 等 の 名 称
(補助金等の創設年度）

実 施 計 画 承 認
又 は
内 示 年 月 日

額 の 確 定
年 月 日

支出の状況

 備　　考交 付 申 請
年 月 日

検 査 年
月 日

支出の状況実 施 計 画 承 認
又 は
内 示 年 月 日

額 の 確 定
年 月 日

鳥取県学校・家庭・地域連携協力推進事業費補助金
（Ｈ２２）

市町村が実施する家庭教育支援チームの普及・定着、学習
機会の効果的な提供に係る経費に対する助成

事 業 の 内 容

補 助 金 等 の 名 称
(補助金等の創設年度）
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補 助 対 象 着 手
年 月 日

交 付 先 間接 経 費 完 了 概算払 金　　　額

補 助 率 年 月 日 精算払 支　出

及 び 交 付 決 定 実 績 報 告 審査・現地 の別 年月日
補 助 金 額 年 月 日 年 月 日 調査年月日

 備　　考交 付 申 請
年 月 日

検 査 年
月 日

支出の状況実 施 計 画 承 認
又 は
内 示 年 月 日

額 の 確 定
年 月 日

事 業 の 内 容

補 助 金 等 の 名 称
(補助金等の創設年度）

3,422,988 H22.3.31 H23.3.31外
－

外３件 (補助率:1/2) (H22.5.24外) 概算 H22.7.15 1,622,320
H22.11.2外 － 外１件

1,622,320 (H22.6.10) H23.3.25外 H23.3.28外
H22.11.30外

4,367,971 H22.3.31 H23.3.30外

－

外２件 (補助率: 概算 H22.5.28 1,991,000

1/3,1/2,10/10) H22.4.7外 － 外４件

1,991,000 H22.4.30 H23.3.11外 H23.3.11外

5,954,182 H22.6.14 H23.5.31

－

(補助率:1/2上限) H22.6.20 概算 H22.7.29 2,500,000 新規

－

2,500,000 H22.7.12 H23.4.20 H23.5.31

1,419,330 H22.3.31 H23.5.31

－

(補助率:1/2上限) H22.6.8 概算 H22.8.2 500,000 新規

－ 外１件
500,000 H22.6.25 H23.3.28 H23.5.30

821,000 H22.3.31 H23.3.29

－

(補助率:1/2上限) H22.4.8 概算 H22.6.11 400,000 新規

－

400,000 H22.5.14 H23.3.11 H23.3.16

鳥取県社会教育協議会補助金 751,000 H22.4.6 H23.5.31

（Ｓ４１） －

(補助率:定額) H22.4.6 概算 H22.4.30 170,000

－

170,000 H22.4.6 H23.5.31 H23.5.31

家庭教育推進協力企業連携活動支援事業補助金 H22.7.5外
（Ｈ２２） 1,005,378 －

(補助率:上限) H22.5.12外 概算 H22.5.26 970,641 新規

－ 外４件
970,641 H22.5.18外 H22.6.14外 H22.6.29外

第１５回日本ジャンボリー派遣事業補助金（Ｈ２２）

日本ボーイスカ
ウト鳥取連盟長

第１５回日本ジャンボリー派遣に対する助成

鳥取県青少年団体補助金（Ｓ４４）
鳥取県連合青年団
長

県連合青年団、ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ日本連盟鳥取県支部、ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ鳥
取連盟、県子ども会育成連絡協議会の行う、全国大会等へ
の派遣及び指導者研修会等に対する助成

第５２回中国・四国地区高等学校ＰＴＡ連合会大会鳥取大
会補助金

鳥取県高等学校Ｐ
ＴＡ連合会長第５２回中国・四国地区高等学校ＰＴＡ連合会大会鳥取大

会に係る助成

鳥取県社会教育協
議会長県社会教育協議会の事務局費、会議費、全国大会等派遣費、県公

民館連合会交付金に対する助成

鳥取県社会教育関係団体(成人)補助金（Ｓ４３）

県ＰＴＡ協議会、県高等学校ＰＴＡ連合会、県連合婦人会
の行う指導者研修会等に対する助成

鳥取県ＰＴＡ協議
会長

第４０回日本ＰＴＡ中国ブロック研究大会鳥取県米子大会
補助金

鳥取県ＰＴＡ協議
会長第４０回日本ＰＴＡ中国ブロック研究大会鳥取県米子大会

に対する助成

みずほ米穀(株)
代表取締役
外４件鳥取県家庭教育推進協力企業が複数で実施する子育て支援

に関する取組を助成
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補 助 対 象 着 手
年 月 日

交 付 先 間接 経 費 完 了 概算払 金　　　額

補 助 率 年 月 日 精算払 支　出

及 び 交 付 決 定 実 績 報 告 審査・現地 の別 年月日
補 助 金 額 年 月 日 年 月 日 調査年月日

 備　　考交 付 申 請
年 月 日

検 査 年
月 日

支出の状況実 施 計 画 承 認
又 は
内 示 年 月 日

額 の 確 定
年 月 日

事 業 の 内 容

補 助 金 等 の 名 称
(補助金等の創設年度）

798,247 H22.5.21 H23.4.26外

－

(補助率:定額) H22.4.19外 概算 H23.5.18 600,000 新規

－ 外１件
600,000 H22.5.21 H23.3.14外 H23.4.14外

519,359 H22.12.2外

－

(補助率:1/2) H22.4.12外 概算 H22.6.22 225,000

－ 外２件
225,000 H22.4.21外 H22.11.22外 H22.11.22外

本庁執行分計 26,155,961

出納機関執行分計

（２－２）補　助　金（他課から予算の配当替えを受けて執行したもの）

　　　予算科目（社会教育総務費）

　　①国　補　分

補 助 対 象 着 手
年 月 日

交 付 先 間接 経 費 完 了 概算払

補 助 率 年 月 日 精算払 支　出 金　　額

及 び 交 付 決 定 実 績 報 告 審査・現地 の別 年月日
補 助 金 額 年 月 日 年 月 日 調査年月日

1,640,490 H22.8.17 H23.5.13

琴浦町 間接 (補助率2/3) 概算 H22.12.20 1,091,000 新規

外３件 H22.8.18外 スポーツ健康教育課から

1,091,000 配当替え

H22.11.17 H23.3.24外 H23.5.12

本庁執行分計
1,091,000

出納機関執行分計

　　②単　県　分
      該当なし

（３）交　付　金
      該当なし

26,155,961

鳥取市長外２件人づくり、地域づくりの視点で先進的な公民館事業を実施し、社
会全体の教育の推進を図ろうと意欲的な取組みを実施している市
町村を助成

単　　県　　分　　計

自主的な生涯学習活動支援事業補助金（Ｈ２１）

地域力（鳥取力）を高める公民館活性化モデル事業補
助金（Ｈ２２）

鳥取朗読の会長
外２件生涯学習活動団体が企画運営する成果発表事業の経費に対

する助成

補 助 金 等 の 名 称
(補助金等の創設年度）

実 施 計 画 承 認
又 は
内 示 年 月 日

支出の状況

 備　　考交 付 申 請
年 月 日

検 査 年
月 日

1,091,000国　　補　　分　　計

事 業 の 内 容

鳥取県学校・家庭・地域連携協力推進事業費補助金
（Ｈ２２）

スクールガードリーダーの巡回指導と評価等の実施及び子
どものための見守り活動の実施に係る経費に対する助成

額 の 確 定
年 月 日
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　（４）委　託　料

予定価格
 (契約年月日)
契  約  額

(契約年月日)
契 　約  額

契約形態

(H22.7.12外) H22.3.8外 H23.3.15 概算 H22.8.23 5,469,940
H22.9.1 5,361,690

11,705,880 11,705,880 ～ H23.3.15 （免除） H22.12.7 874,250
H23.3.15 H23.5.25 △ 702,033

H23.5.26 △ 3,452,591
随 H23.5.30 △ 371,025

(H22.5.20) H22.5.17 H23.3.31 概算 H22.6.9 1,390,700
2,000,000 2,000,000 ～ H23.3.31 （免除） H22.10.18 609,300

（ ） H23.5.13 H23.5.26 △ 48,139
～ 随

(H22.5.11) H22.4.21 H23.3.31 概算 H22.6.16 653,000
1,153,000 1,153,000 ～ H23.3.31 （免除） H22.10.29 500,000

（　　　　　　　　　 ） H23.5.6 H23.5.20 △ 68,300
～ 随

(H22.5.18) H22.5.10 H23.3.31 概算 H22.6.14 1,609,000

1,609,000 1,609,000 ～ H23.3.31 （免除） H23.5.18 △ 144,005

（　　　　　　　　　 ） H23.5.12

～ 随

(H22.6.11) H22.5.31 H23.3.31 概算 H22.7.1 670,000

670,000 670,000 ～ H23.3.31 （免除）

（　　　　　　　　　 ） H23.5.25

～ 随
(H22.6.8) H22.6.1 H23.3.31 概算 H22.7.1 600,000

980,000 980,000 ～ H23.3.31 （免除） H23.3.9 △ 200,000
（H23.2.15） H22.5.25

400,000 ～ H23.3.31 随

(H22.7.15) H22.7.6 H23.3.26 概算 H22.7.28 780,000

1,197,000 1,197,000 ～ H23.3.26 （免除） H22.10.29 417,000

（　　　　　　　　　 ） H23.4.27 H23.5.19 △ 196,856

～ 随
(H22.8.5) H23.3.31 概算 H22.8.31 1,324,000

1,324,000 1,324,000 ～ H23.3.31 （免除） H23.4.28 △ 716,513
（H23.3.31） H22.5.2 H23.5.23 △ 100

607,487 ～ H23.3.31 随
(H22.5.18) H22.8.9 H23.3.2 精算 H23.3.17 3,255,000

3,255,000 3,255,000 ～ H23.3.31 （免除）
（　　　　　　　　　 ） H23.3.3

～ 随
(H22.5.18) H22.4.27 H22.12.8外 精算 H22.12.16 252,000

823,200 504,000 ～ H23.3.31 （免除） H23.3.25 252,000
（　　　　　　　　　 ） H22.12.8外

～ 随
(H22.4.30) H22.4.2 H22.8.21 精算 H22.8.27 1,365,800

1,470,000 1,365,800 ～ （免除）
（　　　　　　　　　 ） H22.8.21

～ 随
(H22.8.31) H22.8.19 H22.12.3 概算 H22.9.6 735,000

1,800,000 1,785,000 ～ H23.3.31 (H22.8.30)
（　　　　　　　　　 ） H22.12.6 精算 H22.12.13 1,050,000

～
(H23.1.24) H23.1.18 H23.3.13 精算 H23.3.31 708,750

714,000 708,750 ～ H23.3.13 （免除）
（　　　　　　　　　 ） 随 H23.3.18

～

(H23.2.2) H23.1.28 H23.2.10 精算 H23.3.14 199,500

210,000 199,500 ～ H23.2.10 （免除）

（　　　　　　　　　 ） 随 H23.2.10

～
 予定価格が20万円 136,710

本 庁 執 行 分 計 22,314,078
出納機関執行分計 0

目 　　計 22,314,078

新規

社会教育総務費 単県

Yahoo!JAPANネットワーク
エリアターゲティングプライ
ム広告掲載バナー制作業
務委託

株式会社シセイ堂デザ
イン

随意契約理由：当該団体でなければ、当該委託業務を実施す
ることができない。
④
新規

社会教育総務費 単県

H23.1.24Yahoo!JAPANネットワーク
エリアターゲティングプライ
ムディスプレイ広告業務委
託

株式会社ウェブリカ・
ディー・エー

社会教育総務費 単県

平成２２年度創作体験活
動支援事業委託

NPO法人鳥の劇場

社会教育総務費

随意契約理由：当該団体は県内各地の「おやじの会」が参加
する県内唯一のネットワークであり、本事業を実施できる団体
は他にないため。
④

平成２２年度「おやじの会」
との連携による地域教育
力向上事業実施委託

とっとりおやじ連

社会教育総務費 単県

平成２２年度鳥取県ジュニ
アリーダー養成事業実施
委託

社会教育総務費

社会教育総務費 単県

平成２２年度心のふれあ
いプロジェクト指導者養成
事業実施委託

H22.7.12外

社会教育総務費 単県

平成２２年度悩みを抱える
青少年の社会参加促進事
業実施委託

社会教育総務費 国庫

地域による学校支援推進
事業委託

境港市学校支援実行
委員会　外６件

鳥取発　居場所ネット

社会教育総務費 単県

平成２２年度「未来をひらく
鳥取学」講師招聘委託

株式会社システムブ
レーン社会教育総務費 単県

平成２２年度とっとり県民
カレッジ主催講座ビデオ収
録業務委託

NPO法人Studio-E

H22.5.20

随意契約理由：当該団体は、過去にも当該事業で講師派遣を
請け負った実績があり、業務も優秀である。
④

H22.8.21

新規

H23.2.2

H22.5.29

H22.7.15

H22.8.5

随意契約理由：県委託事業で培った「学習会」のノウハウと学
習教材及び人材、ネットワークを生かせる県内唯一の団体で
ある。
④
随意契約理由：全国に先駆けて「心のふれあいプロジェクト」を提唱し、平成１８年度
から２０年度に「心のふれあいプロジェクトふれあい会実施事業」を展開してきた唯
一の団体であり、平成２１年度も標記事業を受託実施しており、本事業を組織的・計
画的に全県展開で実施できる団体は他にないため。
④

H22.6.11

H22.6.8

H22.6.8

H22.8.5

H22.9.1

（単位：円）

備 　考

随意契約理由：文部科学省実施事業の実施について市町村
教育委員会に公募したところ、当該実行委員会から応募が
あったため。
④

随意契約理由：不登校や引きこもりの青少年に対する本事業
を、全県展開で実施できる団体は他にないため。
④

支   出
年月日

金   　額

入札等
 年月日
(契約保証金

納付等年月日)

支  出  の  状  況

履行検査
年　月　日

予　算　科　目

（目）

国補
単県
の別

委託料の名称
委託契約の
相　 手　 方

H22.5.18特定非営利活動法人
未来

　 当　　初　　契　　約

契約期間

契約期間

支出
区分

完　 了
年月日

　　 変 更 契 約 （ 最 終 )

社会教育総務費 単県

H22.5.18平成２２年度ケータイ・イン
ターネット教育啓発講師派
遣事業実施委託

特定非営利活動法人こ
ども未来ネットワーク

単県

平成２２年度基本的生活
習慣の定着等による学力
向上促進事業実施委託

鳥取県ＰＴＡ協議会

単県

平成２２年度ケータイ・イン
ターネット教育啓発推進事
業委託

ケータイ・インターネット
教育啓発推進協議会

「鳥取発赤ちゃん登校日」
啓発テレビ番組の制作・放
送業務委託

山陰中央テレビジョン放
送（株）

鳥取県子ども会育成連
絡協議会

コンペ方式
②
新規

社会教育総務費 単県

社会教育総務費 単県

H22.5.18

随意契約理由：ケータイ・インターネットに関する教育啓発の推
進を図っている団体であり、教育啓発のノウハウを熟知し、本
事業を組織的・計画的に全県展開できる唯一の団体である。
④
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予定価格
 (契約年月日)
契　 約　 額

(契約年月日)
契 　約　 額

契約形態

 予定価格が20万円
 未満のもの 0

本 庁 執 行 分 計
0

出納機関執行分計
22,197,640

船上山少年自然の家
大山青年の家

目　　　計 22,197,640

債務負担行為限度額 （H21.3.16） 前金 H22.4.21 15,968,000

311,285,000 311,285,000 ～ H26.3.31 （免除） H22.7.1 15,752,000
（ ） H22.10.1 15,523,000

随 H23.1.4 15,014,000

（H22.3.23） H22.3.16 H22.4.20 精算 H22.6.29 666,750

796,950 666,750 ～ H22.4.20 （免除）
（ ） H22.4.27

随

3,837,750

（ ）

 予定価格が20万円
 未満のもの 0

本 庁 執 行 分 計
66,761,500

出納機関執行分計
0

目　　　計 66,761,500

合　　　計
111,273,218

H22.3.23 明許繰越

生涯学習センター費 国補

県立生涯学習センター空調設
備改修工事に係る省エネル
ギー評価業務委託

株式会社ティビィエム

生涯学習センター費 国補

県立生涯学習センター空調設
備改修工事に係る実施設計

履行検査
年　月　日

予　算　科　目

（目）

国補
単県
の別

委託料の名称
委託契約の
相　 手　 方

前払
概算
精算
の別

完　 了
年月日

　　 変 更 契 約 （  終 )

入札等
 年月日
(契約保証金

納付等年月日)

　 当　　初　　契　　約
（単位：円）

支   出
年月日

金   　額
備 　考

支  出  の  状  況

契約期間

契約期間

明許繰越
営繕課に配当替え

H21.4.1 条例に基づく管理指定

生涯学習センター費 単県

平成２２年度鳥取県立生涯学
習センター管理委託

財団法人鳥取県教育
文化財団

　（４）委　託　料
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 （４－２）委託料（他課から予算の配当替えを受けて執行したもの）

予定価格
 (契約年月日)
契  約  額

(契約年月日)
契 　約  額

契約形態

(H22.4.1) H23.3.31
概算 H22.4.28 4,356,000

4,356,000 4,356,000 ～
H23.3.31

（免除）

（ ）
H23.5.31

～ 随

(H22.3.26) H23.3.31 概算 H22.4.19 2,015,300

2,879,000 2,879,000 ～ H23.3.31 （免除） H22.10.29 863,700

（ ） H23.4.25 H23.5.20 △ 243,243

～ 随
 予定価格が20万円
 未満のもの 0

本 庁 執 行 分 計 6,991,757

出納機関執行分計 0

目　　　計 6,991,757

　　 変 更 契 約 （  終 )
支   出
年月日

金   　額

入札等
 年月日
(契約保証金

納付等年月日)

　 当　　初　　契　　約

予　算　科　目

（目）

国補
単県
の別

委託料の名称
委託契約の
相　 手　 方

H22.4.1

備 　考

雇用人材総室から配当替え
随意契約理由：本事業は、プロスポーツ
選手の持つ経験や運動能力を活かして
子ども体験活動を全県で推進する事業
であり、県内で唯一のプロスポーツ団体
であり、県内各地域での交流活動実績
のある当該団体以外に実施できる団体
はないため。

支  出  の  状  況

履行検査
年　月　日

契約期間

契約期間

支出
区分

完　 了
年月日

雇用人材総室から配当替え
随意契約理由：ケータイ・インターネット
に関する学習会の開催ノウハウと学習
教材及び人材・ネットワークを活かせる
県内唯一の団体であるため。
④

H22.4.1

労政総務費 単県

平成２２年度ふるさと
雇用再生特別交付金
事業委託（プロスポー
ツ選手との連携による
子ども体験活動推進事
業）

株式会社SC鳥取

労政総務費 単県

平成２２年度ふるさと
雇用再生特別交付金
事業委託（ケータイ・イ
ンターネットパトロール
相談員配置事業）

特定非営利活動法人こ
ども未来ネットワーク
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１８　工事請負費調べ

（起工年月日）
設 　計 　額

 (契約年月日)
契　 約　 額

（変更年月日）
設 　計 　額

(契約年月日)
契 　約　 額

契約形態

129,363,150

129,363,150

0

129,363,150

129,363,150

  １８-２　工事請負費調べ（他課から予算の配当替えを受けて執行したもの）

（起工年月日）
設 　計 　額

(契約年月日)
契  約  額

（変更年月日）
設 　計 　額

(契約年月日)
契 　約  額

契約形態

(H22.12.24) (H23.1.13)

2,492,700 1,974,000 ～ H23.3.15 H23.1.11 完 H23.4.18 2,281,650 H23.3.15

(H23.3.11) (H23.3.11) 随

2,281,650 2,281,650 H23.3.15

(H23.1.7) (H23.1.27) H23.1.20

1,774,500 1,449,000 ～ H23.3.15 (H23.1.25) 完 H23.4.13 1,449,000 H23.3.14

随 H23.3.24

3,730,650

0

3,730,650

3,730,650

目　　　計

合　　　計

本 庁 執 行 分 計

出納機関執行分計

北村電気工事
株式会社

教育財産管理費 国補
県立船上山少年自然の家
電源切替盤改修工事

H23.1.27

日本上下水道
工事株式会社

現地確認によりひび割れ、浮き
等の改修が必要と認められたた
め

教育財産管理費 国補
県立生涯学習センター外
壁等改修他工事

H23.1.13

変　　　更
（ 解　除 ）
の 理 由
・  内 容

備 　考
工　　期

支出
区分

支   出
年月日

金   　額　　 変 更 契 約 （  終 )
履行検査
年　月　日工　　期

（単位：円）

予　算　科　目

（目）

国補
単県
の別

工　　事　　名

　 当　　初　　契　　約 入札等
 年月日
(契約保証金

納付等年月日) 請　　負　　人

支  出  の  状  況
完　 了
年月日

目　　　計

出納機関執行分計

本 庁 執 行 分 計

明許繰越
営繕課に配
当替え

国補
単県
の別

予　算　科　目

（目）

合　　　計

工　　期

工　　事　　名

国補
生涯学習センター
費

県立生涯学習センター空
調設備改修工事

金   　額

工　　期

　　 変 更 契 約 （  終 )

入札等
 年月日
(契約保証金

納付等年月日)

　 当　　初　　契　　約
（単位：円）

変　　　更
（ 解　除 ）
の 理 由
・  内 容

請　　負　　人

支  出  の  状  況

備 　考

完　 了
年月日

履行検査
年　月　日

支出
区分

支   出
年月日
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１９　財産に関する調べ

　（１）公有財産

　　ア　土　地

　面積（㎡） 価額（円）
増減
別

異動日 面積(㎡） 価額（円） 増減理由
登　　記
年月日

　面積
（㎡）

価額（円）

増加 H H

減少 H H

増加 H H

減少 H H

計 99,830.41 99,830.41

計

合計 99,830.41 99,830.41

　　イ　建　物

　面積（㎡） 価額（円）
増減
別

異動日 面積(㎡） 価額（円） 増減理由
登　　記
年月日

　面積
（㎡）

価額（円）

増加 H H

減少 H H

増加 H H

減少 H H

増加 H H

減少 H22.5.1 35.91 6,605,957
福祉保健部
へ所属換

H

計 12,481.55 1,880,239,021 35.91 6,605,957 12,445.64 1,873,633,064

計

合計 12,481.55 1,880,239,021 36 6,605,957 12,446 1,873,633,064

　　ウ　山　林

　　　　　該　当　な　し

行政・普通
財産の
区分

所　　在　　地

行政財産

生涯学習センター 鳥取市扇町２１

機関又は施設
の名称

備　考

西伯郡大山町
赤松明間原３１２－１
　　　　　　　　　　　 外

95,559.00 不明

本年度末

大山青年の家

本年度末前年度末 本年度異動状況

95,559.00 不明

不明4,271.414,271.41 不明

行政財産

船上山
少年自然の家

東伯郡琴浦町
山川８０７－２

3,619.93 462,090,003 3,619.93 462,090,003

行政・普通
財産の
区分

機関名又は施設
名等

大山青年の家

生涯学習センター

西伯郡大山町
赤松明間原３１２－１

鳥取市扇町２１

3,959.61

4,902.01 985,695,493 4,866.10

普通財産

普通財産

979,089,536

備考

432,453,525 3,959.61 432,453,525

所　　在　　地

前年度末 本年度異動状況
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　　エ　不動産売却等

　　　　　該　当　な　し

　　オ　財産の交換

　　　　　該　当　な　し

　　カ　動　産　（船舶、浮標、浮桟橋、浮ドック、航空機）

　　　　　該　当　な　し

　　キ　物　権

　　　　　該　当　な　し

　　ク　無体財産権　（特許権、著作権、商標権、実用新案権等）

　　　　　該　当　な　し

　　ケ　有価証券

　　　　　該　当　な　し

　　コ　出資による権利

　　　　　該　当　な　し

 （２）金券類の受払状況

ア　金券の受払状況

（平成２３年３月３１日現在）

種　　　　　別 前年度末現在
本年度中

本年度末現在 備　　考
購　入　額 使　　用　　額

郵便切手及び
郵便はがき 3,730 95,450 94,990 4,190

合　　　　　　計 3,730 95,450 94,990 4,190

イ　タクシーチケットの受払状況

（平成２３年３月３１日現在）

前年度末未使用枚数
本　　年　　度　　中

本年度末未使用枚数
購入枚数 使用枚数及び金額

枚 枚 枚 枚

100 0 4 96

円

（３）基　金

　　　　該　当　な　し

（４）債　権

（平成２３年３月３１日現在）

前年度末
本　　年　　度　　中

本年度末
備　考債 権 の 名 称 増 減

金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数

土地使用料
（電気事業）行 政 財 産 使 用 料 4,500 1 12,000 1 1,500 0 15,000 2

合 計 4,500 1 12,000 1 1,500 0 15,000 2
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２０　財産の貸付及び使用許可調べ

　（１）　土地及び建物

　　ア　土　　地

行 政 ・
普通財産
の 区 分

貸　　　付
（使用許可）
目　　　的

所　　在　　地
数量
又は
面積

貸　　　付
（使用許可）
年　月　日

当初貸付
（使用許可）
年　月　日

貸　　　付
（使用許可）
期　　　間

貸付（使用）料　（円） 貸付（使用許可）先
備　考

単価
本年度の貸付
（使用）料

住　　　　　所
氏　　　　　名

行政財産

月額・年額

電力供給配電線
支持物設置

鳥取市扇町２１
（生涯学習センター）

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱
１本 H20.3.12 H5.7.19

H20.4.1
～

H25.3.31 1,500 1,500
鳥取市新品治町１－６
中国電力（株）鳥取営業所長

月額・年額

〃 鳥取市扇町２１
（生涯学習センター）

電柱1本
支線1条 H22.2.22 H12.9.18

H22.4.1
～

H27.3.31 3,000 3,000
鳥取市新品治町１－６
中国電力（株）鳥取営業所長

生涯学習
センター

計 4,500

普通財産

計
合計 4,500

　　イ　建　　物

行 政 ・
普通財産
の 区 分

貸　　　付
（使用許可）
目　　　的

所　　在　　地
数量
又は
面積

貸　　　付
（使用許可）
年　月　日

当初貸付
（使用許可）
年　月　日

貸　　　付
（使用許可）
期　　　間

貸付（使用）料　（円） 貸付（使用許可）先

備　考
単価

本年度の貸付
（使用）料

住　　　　　所
氏　　　　　名

行政財産

㎡ 月額・年額
第４０回全国ろ
うあ婦人集会準

備室
鳥取市扇町２１
（生涯学習センター） 35.91 H22.3.10 H22.3.10

H22.4.11
～

H22.12.15
10/10減免

0
鳥取市扇町２１
鳥取県ろうあ団体連合会長

計 0

普通財産

計
合計 0
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　（２）　物品（１品の取得価格が１００万円以上のもの）

貸　付　先

単価
本年度の
貸付料

住　　　所
氏　　　名

無料 無料

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

合計 －

２１　借受不動産明細調べ
　　　　該　当　な　し

２２　職員住宅及び職員駐車場の管理状況調べ
　　　　該　当　な　し

２３　自動車（二輪を除く）の管理状況調べ
　　　　該　当　な　し

２４　寄附物件の受納状況調べ
　　　　該　当　な　し

〃

キセノンピ
ンスポット
ライト

2

松村電機製
作所

SUPERSOL-
1003SR/e

H22.2.17
～

H26.3.31
〃 〃 〃

リソグラフ
ＲＺ６７０

品名

1

1
１６ミリ映
写機

緞帳

グランドピ
アノ

1

数量

H21.12.21
～

H26.3.31
〃

使用場所

フック刺しゅう
巾１４．８ｍ×
高さ５．５ｍ

規格・銘柄 貸付期間

貸付料　（円）

H21.4.1
～

H26.3.31

〃

備　考

ヤマハＣＦ

〃 〃

鳥取市源太１２番地
（財）鳥取県教育文化
財団理事長

生涯学習センター 施設の管理運営に供するため

〃

エイキＥＸ－９
０００ＮＯ．９０

６７

貸付目的

H21.4.1
～

H26.3.31

〃
H21.4.1

～
H26.3.31

〃 〃

デジタル印
刷機

1
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２５　備品の処分状況調べ

売払
棄却
の別

売払方法・
棄却理由

処分年月日
売払額・
処分費用

円 円

書類整理庫 1 S55.2.25 15年 48,200

書類整理庫 1 S55.3.28 15年 48,200
ガス瞬間湯沸
器 1 H4.6.18 5年 81,370

H22.9.22
老朽化により
使用不可

棄却
老朽化により使
用不可

H23.3.1
教育総務課でまとめて処分

合計 3 103,131

２６　現金、有価証券、物品の亡失、損傷調べ
　　　　該　当 な し

２７　貸付金等状況調べ
　　　　該　当 な し

○　意見、要望等

（１）業務に関する意見・要望等

（２）監査委員事務局に対する要望等

H22.4.9 (31,710)

　特になし

備考

処分

数
量

（保管換年月日）

取得年月日

耐
用
年
数

取得価格
品　　名

（規格・銘
柄）

不　用
決　定
年月日

不用とする理
由

　特になし

H22.4.9
老朽化により
使用不可

棄却
老朽化により使
用不可
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